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「給食ニュース」で食育を推進 学 校 紹 介 日浦小学校 

◆１ページ  
・研修紹介 
 (新任園長・校長研修等) 

 ・学校紹介(日浦小学校) 
 
◆２ページ 
・授業づくりシリーズ 
 学ぶ意欲が高まる授 
 業を目指して 
（小学校国語科編）  

・教育センター情報 
合同研修：新任園長・校長研修，管理職研修Ⅲ，主幹教諭研修，教務主任研修より 
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 日浦小学校では，毎月発行する「給食ニュース」を活用し，食に関して子どもたち
が実感を伴った理解を得て行動に移すことができるよう，様々な取組を進めています。 
「給食ニュース」は，対象を子どもとし，子どもが食への関心をもつことができるよ
う，特に以下の３点について留意し作成しています。 
①子どもが取り組んでいる活動のねらいや効果などを中心に取り上げる。 
②話し言葉で表記し，漢字にルビをふるなどして読みやすくする。 
③りんごの木に見立てた毎日の残食調査の成果を，継続的に示す。 
 この「給食ニュース」を活用することで，子どもたちは食に関心をもち，日々の行
動化へつながっています。 

平成29年度  

月号 

   ７月１１日に奈良教育大学 赤沢早人 准教授をお迎えし，管理職や主幹教諭，教務主任を
対象とした研修を実施しました。赤沢先生からは，「学校教育目標実現に向けたカリキュラ
ム・マネジメント」と題して講義をしていただきました。 
 カリキュラム・マネジメントとは，特色ある教育活動の展開を通して，各学校の課題
を解決するための一連の作業（PDCAサイクル）であり、学校教育に関わる様々な取組
を，教育課程を中心に据えながら計画的に実施し，教育活動の質の向上につなげていく
ことを目的としています。 
 赤沢先生は，その一連の作業（PDCAサイクル）を①学校課題の把握 ②教育目標の
見直し ③教育活動の構想と実施 ④教育成果の評価と改善 ⑤学校文化の形成の５つ
の項目に整理され，その取組について紹介されました。 

（詳しくは右記のHP「いい学校の創り方」参照) 
 また，カリキュラム・マネジメントを実施する上で大切なことは，学校全体で学校課
題を把握し，課題の焦点化を図るとともに，教育目標に対する共通認識をもつことで
す。 そのためのツールとして「カリマネすごろく」を紹介いただきました。 
（詳しくは右記のHP「カリマネすごろく」参照） 

カリキュラム・マネジメントの実際 新任園長・校長研修 管理職研修Ⅲ 

主幹教諭研修 教務主任研修 研  修 紹  介 

http://mailsrv.nara-edu.ac.jp/~akazawa/e-gakkou.html 

http://mailsrv.nara-edu.ac.jp/~akazawa/CMsugoroku.html 

広島市教育センター 

「給食ニュース」で発信 

毎月の残食調査（もぐもぐの木） 

給食週間の取組 

毎日の牛乳パックリサイクル 

実感させる 
「給食ニュース」を活用する取組 

○帯タイムや朝の会，帰りの会で紹介して実感 

牛乳パックのリサ

イクルにそんな意

味があったのか！ 

給食を作るのは

こんなに大変な

んだな。 

だんだん残食が減っ

てきているよ。もっ

とがんばろう！ 

○毎月発行することで子どもが取組の意味をタイムリー  

 に実感 

○もぐもぐの木を継続掲示して変化を実感 

※ランチルームに年間を通して掲示 

行動化 

 

「一年生が牛乳パッ

クを開くのが大変そ

うだから，手伝って

あげよう！」 

 食育週間の感想に変化 

「ありがとう。」「ごち

そうさま。」から 

「今，私たちにできるこ

とは残さずに食べるこ

と。」 
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 国語科の「話すこと」や「書くこと」の単元において，教師からの指導・助言のしや

すさを優先して全員共通の話題を設定すると，子どもの「伝えたい」という意欲が高ま

らないまま内容の検討に入ってしまう，ということはないでしょうか。 

 今回は，子どもたちが伝えたい話題を収集する期間を確保し，その中から一番伝えた

い話題を自ら選択することができるよう単元構成を工夫した実践例を紹介します。 

 「伝えたい」を引き出す単元構成の工夫  

 子どもたちの「学ぶ意欲」を高めるためには，１時間の学習過程の中の「導入場面」「課題認識場面」「課題解決場

面」「振り返り場面」の中で，子どもが主体的になれる活動を仕組むことが重要です。 

 このたびは，単元に焦点を当て，導入の場面において子どもたち一人一人の「伝えたい」という思いを引き出す工夫

を行った小学校国語科の事例を紹介します。  

  小学校第１学年 
 「はなしたいな，ききたいな」 
  青崎小学校  
  矢形さち子 教諭の実践より 

～子どもの心に 

 火をつける ～ 学ぶ意欲が高まる授業を目指して 

 

小学校国語科編 単元の導入場面 

 教育センターはみなさんの自主研修をサポートします 
  

 
  お  ら し      せ 

土曜特別セミナー 教育実践サポート 

 月１回の土曜開館の際に，指導主事に直接相談することがで

きます。事前に予約することもできますので，ぜひ活用してく

ださい。 

１０月担当 担当業務 

木原 和子 算数科、道徳等 

西田 由香 特別支援教育等 

保護者と一緒に描く子どもの将来像 
～個別の教育支援計画への反映～ 

   
 障害のある子どもの進路選択等，将来像を保護者と一緒に描き，教育
支援計画に反映させていく手立てを考えてみましょう。 

 平成２９年１０月２１日（土）９：３０～１２：００ 

 講師 本市専門家チーム委員 古田 壽子 先生 

※発達障害者支援センターとの共催です 

 詳しくはこちら 
http://10.91.11.102/press/doyou/h29/sienkeikaku.pdf 

「わくわくはっぴょうかい」でおうちの人に学校の出来事を教えてあげよう 

わくわくメモをたくさん集めよう 
  

（各授業の終わりや帯タイムなどの 

 時間を使って，随時，作成する） 

「わくわくメモ」の中から一番伝えたい出来事を選んでみよう 

＜一人一人の「伝えたい」という強い思いをもとにした学習活動へ＞ 

【 単 元 計 画 】 

【 わくわくメモ 】 

やっぱり登り棒のこと
は「わくわくパワー」
が５だから，こっちを
話すことにしよう！ 

６年２組に探険に
行った時のことが 
いいかな。 

１
時 

  

課題の設定   

情報収集の期間 
  

※この期間は 

別の単元を学習 

（約１か月）   

２
時   

話題の選択   

３
時 発表する内容の

検討   ４
時 

５
時 「わくわく 

はっぴょうかい」   ６
時 

10月12日「のぼりぼう」 10月13日「6-2たんけん」 

10月17日「さんすう」 10月19日「ねんど」 

http://10.91.11.102/press/doyou/h29/sienkeikaku.pdf

